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エコフィード政策に陰り？ 

有名なお話ですので既にご存知でしょうが、千葉

県で大々的に政府の補助でスタートしたエコフィード

政策の先駆け、循環型飼料化センターが倒産に追

い込まれました。創業わずか２年での出来事です。

エコフィードの問題点は、色々ありますが、表向きは、

ここにあるような原材料の供給難とされていますが、

実際には多種多様な問題点も当初からありました。 

例えば、①残飯養豚と同じではないか（臭い）、②

飼料の均質化は図れるのだろうか、③肉質の問題、

そして最後に、④食べておいしく、しかも需要がある

のだろうか などが取りざたされており、自給飼料＝

エネルギー自給率を上げるためだけに見える国の取

り組みを静観していました。豚肉の質だけでなく飼料

の質とコスト面からもコーン大豆粕主体の飼料で進

めてきている現状を鑑み、リキッドフィードや飼料米と

複合的に練り上げられた農政の一つの方向性が今後どういう方向に向かうのかはとても関心があるところです。 

（添付資料は飼料通信７月１０日号から） 

 

2009年 7月 グローバルピッグファーム㈱ 


